
 

2020-2021年度RIテーマ 

Rotary Opens Opportunities『ロータリーは機会の扉を開く』 

 

 
 

2020～2021 

国際ロータリー会長 

 ホルガー・クナーク  
 

ロータリーが唯一無二で、世界とシェアするに値する存在であるのはなぜでしょうか。皆さんご自身や奉

仕の受益者に、どのような比類ない機会への扉を開くことができるでしょうか。  

私たちは人との交わりを楽しみます。世界のどこへ行こうと、出会ったロータリアンと親友になり、 

もっと一緒に時間を過ごしたいと感じます。私たちは、異なる環境、異なる世代、言葉、文化をもってい 

ます。ロータリーでの過ごし方でさえ、国によって、またクラブによって異なります。この多様性こそが、

ロータリーを素晴らしいものとしているのです。  

私たちは、共有する価値観の下に集まっています。私たちは皆、固い友情でつながり、「四つのテスト」を 

信じています。ロータリーを経験する方法はいたるところで異なりますが、「四つのテスト」は誰にとって

も同じです。  

ロータリーは、奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えてくれます。これらは、意義があり、

持続可能なプロジェクトです。ロータリーでは、寄付だけでなく、奉仕活動も行い、その奉仕がもたらす

持続可能なインパクトをこの目で見ることができます。これは、他にはない機会です。  

ロータリーは、奉仕のアイデアを実行に移すために、世界を旅する機会を私たちの多くに与えてきました。  

ロータリーはまた、リーダーシップの機会も与えてくれます。私たちは皆、新しい大きな責務を引き受け

ました。これは、自分自身の栄光のためでなく、ロータリーのために、ロータリーのネットワークを強化

する機会です。人びとのためにリーダーシップへの道を切り開いてあげることこそ、真のロータリーの理

念であり、そうすることで皆さん自身がより効果的なリーダーとなります。  

私たちがここに来たのは、ロータリーがもたらす機会を信じているからです。それは、ほかの人びとにと

っての機会であり、私たち自身にとっての機会です。奉仕の行いは、その大小にかかわらず、助けを必要

とする人たちのために機会を生みだすものであると信じています。私たちはまた、どんな奉仕の行いも、

インスピレーションを与えることで私たちを変える力をもっていることを知っています。   

ご存知の通り、ロータリーとは、クラブに入会するというだけでなく、無限の機会への招待です。ポリオ

根絶のように大規模で歴史的なプロジェクトから、地域社会でのささやかなプロジェクトや 1 本の植樹ま

で、奉仕する機会への扉を開いてくれます。  



 

私たちの中核的価値観を基に、世界中の友人たちとともに、より豊かで意義ある人生への機会の扉を開い

てくれます。ロータリアンとして、ロータリーにとってのこの素晴らしい時にリーダーの役割を務められ

ることは幸いです。 私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのために機会の扉を開いています。   

従って、私たちの年度のテーマは、「ロータリーは機会の扉を開く」です。  
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ホルガー・クナーク 

2020-21 年度会長 

Herzogtum Lauenburg-Mölln ロータリークラブ 

ドイツ 

 

 

1992 年にロータリー入会。ロータリーの財務長、理事、モデレーター、各種

委員会の委員や委員長、規定審議会代表議員、ゾーンコーディネーター、研修

リーダー地区ガバナー、2019 年ハンブルグ国際大会ホスト組織委員会の共同

委員長を歴任。現在は恒久基金／大口寄付アドバイザーを務める。  

不動産業を営む「Knaack KG」の CEO。125 年続く家族事業の「Knaack 

Enterprises」の元パートナー兼ゼネラルマネジャー。  

地域社会では、ラッツェブルク市市民財団の創設メンバーであり、Gut 

Grambek ゴルフクラブ会長を務めた経験をもつ。カール・アダム財団の会長

で創設者。  

スザンヌ夫人とともにメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団

を支援。 

 

 


